２０１７年度事業計画書
2017年6月1日から2018年5月31日まで
特定非営利活動法人ＹＣスタジオ

1 事業の方針
前年度に引き続き、生きづらさを抱える若者たちと一緒に、「ありのままでOKからもう一つの生き方へ」をコンセプトに、松江市若者支援対策事業、独立行政法人福祉医療機構社会福祉振興助成事業、子供の未来応援基金等の助成を受け、自由な居場所を中心に、芸術表現・自然体験・ものつくり等の体験工房、農と食とアートによる若者の就労支援事業、子供の居場所交流事業・居場所の県内実態調査を実施する予定です。

[居場所]：松江市若者支援対策事業（2016年6月～2017年5月）

　　　　土日祭日を除く毎日11:00から18:00まで、YCスタジオにて、

　　　　ありのままでOKの居場所。　

昼食、おやつ、おしゃべり、パソコン、ゲームなど。

[相談]：松江市若者支援対策事業（6月～5月）
親の会；毎月第４日曜日　　　於YCスタジオ　　

　　　　ひきこもり等の悩み、就労について　　
　　個人相談；面談・（本人、保護者）　　随時　　
　　　　　　メール・電話による相談　　随時　　　
　　　　　
　[仕事づくり・就労支援事業＝中間就労・仕事体験・橋渡し事業]　
：独立行政法人福祉医療機構　社会福祉振興助成事業（6月～3月）
「農と食とアートによる若者の就労支援事業」
前年度に引き続き、様々な困難を抱えて孤立し、生きていくこと・働くことに不安を感じている若者に対し、農と食にITを加えて、ＮＰＯ・市民団体、中小企業、行政機関等と連携し、以下のような「生きるためのプロジェクト、働くためのプロジェクト、分かち合いのためのプロジェクト」を実施する計画です。
（１）「生きるためのプロジェクト」：農と食とアートによる生活の自律

自然の中での農作業体験で心身をリフレッシュし、生へのエネルギーを回復する。

無農薬で育てた採れたての野菜で献立を考え料理の基礎を養う。

アートによる自己表現活動で、自己肯定へ向かう。

（２）「働くためのプロジェクト」：農と食とアートから職へ繋ぐ

農作業、こだわり市、・惣菜の製造販売により、仕事体験から中間就労に進む。

手作り雑貨や絵画（アニメ原画等）・音楽（CD）を販売することにより、収入を得る。

経営者団体（中小企業家同友会）と緊密な関係が出来て、就労困難者についての勉強会や見学会、企業での体験・訓練・雇用に繋がる。

（３）「分ち合いのためのプロジェクト」：地域との交流・助け合い

お惣菜・お弁当の余りを食に困っている人にお裾分け。→食の安心（フードドライブ）

近所の高齢者子ども等との交流。→見守り、助け合い。　（サロン）

事業の実施目標（数値）

①共生農業

　　a）農業活動　　　参加者目標人数　10人　　心身の回復者人数　8人

b）こだわり市　　参加者目標人数　10人　　働く意欲が出た者　8人

②キッチン惣　事業

a）食生活の自律　参加者目標人数　15人　　食の自律ができるようになった者　10人

　　b）お弁当・お惣菜の製造販売　　参加者目標人数　20人　

各段階へのステップアップ者数　15人　

ｃ）フードドライブ

　　　　生活困窮一時保護者　　1～2食/日　年間200～300食　

　　　　食に窮する子ども若者　3～5食/日　年間600～900食　　

③アートと交流事業

　　a）アート工房　　参加者目標人数　15人　　意欲の出た者　　15人

　　b)イートインギャラリー　　出店者目標人数　10人　　Café参加目標人数　3人

　　ｃ）交流サロン　地域の方参加目標人数　8人　　若者参加目標人数　10人

④ブリッジング事業

　　　　協力企業の開拓数　　目標20社　　　

　　　　　（その内企業見学・実習ができた企業数　8社、　参加人数5人）

　　　　就労支援機関への紹介　　目標5人
[居場所交流事業]：子供の未来応援基金支援事業（2017年6月～9月）

　　　「子ども若者の居場所連携・交流事業  ”アートでコラボ”」

　　　　　　民間の居場所同士が連携・交流することによって、一団体だけでは不可能なケースに対応することが可能になり、利用者の選択肢が増え、活動の幅が広がりつつある。

また、それぞれの団体の抱える運営上の課題を共有し、解決に向けての情報交換や学び合いのためのネットワーク設立に向けて準備を進めている。

9月末までには県内の子ども若者の居場所ネットワークの立ち上げとアート交流イベントの開催を目指している。
　　　　その他に、県西部や隠岐の島においては、そもそも民間の居場所が存在しないか、休止或いは閉鎖に追い込まれた可能性があり、今後は現地に出向いての「県内居場所実態調査」を予定。

　　　　　（前年度の続きで後半の事業になります。）
２　事業の実施に関する事項

（1）特定非営利活動に関わる事業

	事業名
	　事業内容
	実施

日時
	実施

場所
	従事者の人数
	受益対象者の範囲及び人数
	支出額(円)



	
	助成・委託事業
	内容
	
	
	
	
	

	オルタナティブな学びの場の

研究・啓発・実践事業
	松江市
若者支援対策事業

	居場所事業
	6月～
5月
	YCスタジオ
	2人


	10代～30代

延1,000人
	2,000,000　　

　

　

	
	
	相談事業

親の会
個人相談
	6月～

5月


	YCスタジオ

	2人


	保護者30人

保護者・若者

700件


	

	
	独立行政法人

福祉医療機構

社会福祉振興助成事業

	共生農業
こだわり市
キッチン惣　事業

　食の自律

　お惣菜・

お弁当

　
お裾分け
アート工房　
ギャラリーCafé

交流サロン
ブリッジング事業
	6月～
3月

	YCスタジオ内の畑・大東町農園
YCスタジオ
玄関前
YCスタジオ

調理室

キッチン惣

YCスタジオ
くらし相談支援センター
YCスタジオ
音スタ・ものスタ

YCスタジオ

Café　sou

YCスタジオ
協力企業・団体
	2人

3人

3人

2人

6人

2人

2人
2人
1人
1人
	（実人数）
YC若者10人　

YC若者10人

YC若者10人
YC若者10人
YC若者10人

中間就労5人

YC若者　8人
困窮者　
延36人
YC若者15人
YC若者10人
高齢者　8人
YC若者10人

30社
YC若者3人
	


6,660,000
　


	
	子供の
未来応援
基金
支援事業


	民間居場所交流
草の根ネットの設立
	6月～

9月
	松江市、出雲市、浜田市、大田市、安来市、隠岐の島町
の各子ども・若者の居場所

6回
	10
団体

10人
	団体の代表

スタッフ

参加者

計30人
	3,900,000

	
	
	アートでコラボ
	6月～

9月
	YCスタジオ

音楽スタジオ
	延

24人
	5団体
50人
	

	
	合　計
	12,560,000


（2）その他の事業

　　実施無し
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